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モータ駆動中における温度制御および温度計測

水冷ジャケットを用いることにより、所定の温度でのモータ試験を行います。
また、フィルムセンサとスリップリングによるロータの温度計測も可能です。

水冷ジャケットを用いたモデルモータの伝熱評価

Cat.No 3E8J-093-00-230718

モータの高出力密度化にともない、伝熱や冷却方式など熱マネジメントはモータ要素開発における重要な課題となってい
ます。当社は、モータの温度制御（5～70℃）が可能なモデルモータ用の水冷ジャケットを試作・開発し、コア材料、磁石材
料、コイル材料、絶縁材料などを変更した際、またはステータやロータ形状を変更した際のモータ伝熱計測を可能にしまし
た。さらに、「定常法による接触熱抵抗評価（No.3E5J-170-00）」と「CFDを組み合わせたモータ伝熱解析（No.3E5J-212-
00）」を用いることにより、更なるモータ熱設計の高精度化をご提案いたします。

モデルモータ用水冷ジャケット 温度制御チラー（5℃～70℃）

モデルモータ用水冷ジャケットおよびIPMモータ駆動中の温度履歴

図2 防音壁内の供試モータ
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フィルム温度センサおよびスリップリングによるロータ内温度計測




